







方法：千葉県柏市内の認定こども園 2 園，幼稚園 7 園，保育園 2 園に在籍する未就学児の母親を対象に Google






間コミュニケーション・パタン類型（第 1 クラスタ：“お互い大好き型夫婦”，第 2 クラスタ：“威圧型夫婦”，第 3
クラスタ：“亭主関白型夫婦”，第 4 クラスタ：“無干渉型夫婦”，第 5 クラスタ：“相互依存型夫婦”，第 6 クラスタ：
“夫片想い型夫婦”）が確認された。夫婦間コミュニケーション・パタン類型を独立変数，子どもとの関係満足を従
属変数とする一元配置分散分析を行った結果，類型間に 5％水準で有意差が確認された（F（5,180）=3.071，
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は 33% 存在するとされている。平成 24 年度の児
童相談所での虐待相談対応件数では，66,701 件で








































































































































































36.24 歳（SD= 4.19 歳）であり，配偶者の平均年
齢は 37.99 歳（SD= 4.76 歳），解析対象者と配偶
者の年齢差（配偶者の年齢から調査対象者の年齢















構築された web 調査の URL ならびに QR コー
ドが記載されており，web 調査への回答に同意






























































































































































































































差 が 確 認 さ れ た（F（5,180）=3.071，p=.011， 
η 2=.079，ω 2=.053）。Bonferroni 法による多重
比較の結果，クラスタ 1“お互い大好き型夫婦”
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